
第1章 調査の概要

１．調査の目的

沖縄県では、「しまくとぅば」の普及継承を重点施策と位置づけ、平成25年度に、「しまくとぅば普

及推進計画（10カ年計画）」を策定し、普及継承に取り組んでいる。

「しまくとぅば」は、地域の伝統行事等で使用される大切な言葉であるとともに、組踊や琉球舞踊、

沖縄芝居等といった沖縄文化の基層となる言葉である。

県民の施策の検討の為に「しまくとぅば」に関する調査を行うことで、その実態を把握し、今後の

「しまくとぅば」の普及に向けた課題と効果的な普及方法を検討する為に本調査を実施した。

２．調査内容

これまで実施した「しまくとぅば県民意識調査」の集計方法と同じ手法で、「しまくとぅば」に対する

県民の意識や普及の度合いについて調査。

・調査対象：沖縄県内に在住する18歳以上の男女

・調査地区：県内全市町村

・回収実績：2,830件 (WEB回収2,084件 郵送回収746件)

３．調査実施期間

令和4年２月21日（月）～令和4年3月25日（金）

4．調査手法

郵送調査及びWEB調査

※従来、面接調査で実施しているが、新型コロナウィルス感染症対策として、

郵送調査及びWEB調査にて実施した。

5．調査対象者数の設定

調査対象者数は下記のとおり設定した。

郵送調査及びWEB調査にて目標2,500件回収と設定

⑴郵送調査

郵送調査については市町村別人口構成比に応じて、市町村別調査対象者数を設定

按分した市町村別調査対象数を10で除し、各市町村別調査地点数を算出

市町村別調査地点は無作為抽出にて設定

市町村別人口、人口構成比、調査対象者数は3ページを参照。

〈人口データ：市町村の町字別住民基本台帳人口及び世帯数【日本人】（令和3年1月1日現在）〉

⑵WEB調査

インターネット調査会社に登録する県内在住者

６．調査対象者の抽出方法

各市町村の住民基本台帳より算出
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７.調査実施機関（業務委託先）

㈱アドスタッフ博報堂・MEDIAFLAG 共同企業体

８.集計・分析上の注意事項

回答者数は「n」で表記している。

集計値は、原則として回答数の合計を100とした場合の構成比で、小数点 第2位以下

を四捨五入した値で示している。このため、内訳の合計が100％にならない場合がある。

複数回答（2つ以上の選択肢を回答）は原則として100％を超える。

集計結果については、各市町村の人口構成比に合わせてウェイトバック集計を行った。
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図表１ 市町村別人口、対象年代人口、人口構成比
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回収目標 回収実績 回収率 総数 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79

沖縄県 2,500 2,830 113.2% 1,026,630 73,874 75,009 89,399 94,534103,944103,544 89,519 89,678 93,204 97,880 60,574 55,471

北部 205 230 112.2% 85,273 6,115 5,567 6,403 7,370 7,783 7,949 6,743 7,301 8,373 9,313 7,771 4,585

名護市 105 126 120.0% 44,013 3,484 3,238 3,612 4,139 4,223 4,231 3,522 3,650 4,019 4,217 3,562 2,116

国頭村 8 7 87.5% 3,193 155 129 231 212 227 236 246 308 415 477 347 210

大宜味村 5 7 140.0% 2,153 80 120 117 164 156 146 139 203 288 344 259 137

東村 3 2 66.7% 1,229 58 52 74 74 98 106 85 115 162 177 157 71

今帰仁村 16 17 106.3% 6,381 314 282 389 479 556 516 466 593 789 871 739 387

本部町 22 22 100.0% 9,181 502 498 644 716 786 701 656 829 1,043 1,277 971 558

恩納村 17 20 117.6% 7,353 687 464 504 550 658 766 623 646 681 764 632 378

宜野座村 10 8 80.0% 4,113 295 265 326 374 406 464 314 289 345 426 381 228

金武町 19 21 110.5% 7,657 540 519 506 662 673 783 692 668 631 760 723 500

中部 1,095 1,220 111.4% 446,028 34,703 34,242 36,400 40,161 43,117 48,189 41,858 37,826 37,453 38,931 32,575 20,573

宜野湾市 166 196 118.1% 69,949 5,689 5,724 6,051 6,664 6,999 7,711 6,642 5,659 5,358 5,692 4,694 3,066

浦添市 193 229 118.7% 81,005 6,070 6,166 6,774 7,370 7,869 9,100 7,985 7,003 6,478 6,705 5,722 3,763

沖縄市 267 280 104.9% 99,042 7,717 8,053 8,246 8,664 9,648 10,717 9,401 8,433 8,185 8,381 7,236 4,361

うるま市 207 245 118.4% 86,806 6,597 6,543 6,857 7,646 8,030 8,956 7,699 7,393 7,866 8,138 6,897 4,184

読谷村 68 81 119.1% 28,594 2,170 1,952 2,173 2,479 2,803 3,112 2,634 2,557 2,566 2,728 2,035 1,385

嘉手納町 22 13 59.1% 9,044 665 646 697 775 826 905 808 814 884 844 685 495

北谷町 48 50 104.2% 19,493 1,475 1,381 1,545 1,803 2,004 2,171 1,975 1,606 1,507 1,659 1,418 949

北中城村 29 32 110.3% 12,156 909 840 947 1,108 1,203 1,368 1,164 1,030 1,010 1,075 895 607

中城村 35 39 111.4% 15,104 1,278 1,185 1,305 1,468 1,504 1,634 1,333 1,218 1,307 1,298 976 598

西原町 60 55 91.7% 24,835 2,133 1,752 1,805 2,184 2,231 2,515 2,217 2,113 2,292 2,411 2,017 1,165

那覇 550 636 115.6% 226,625 15,592 15,820 17,726 19,825 21,337 24,761 22,378 19,918 18,881 20,546 18,010 11,831

那覇市 550 636 115.6% 226,625 15,592 15,820 17,726 19,825 21,337 24,761 22,378 19,918 18,881 20,546 18,010 11,831

南部 433 507 117.1% 182,174 12,691 13,623 15,987 18,176 17,965 18,427 15,223 14,895 15,904 16,901 13,894 8,488

糸満市 103 122 118.4% 42,871 3,042 3,211 3,672 4,186 4,061 4,131 3,430 3,653 4,038 4,194 3,384 1,869

豊見城市 107 130 121.5% 45,335 3,255 3,464 4,052 4,639 4,818 4,954 4,050 3,552 3,506 3,754 3,287 2,004

南城市 73 86 117.8% 30,857 2,070 2,085 2,335 2,778 2,769 2,948 2,559 2,571 3,002 3,268 2,680 1,792

与那原町 33 35 106.1% 13,911 973 1,109 1,330 1,411 1,371 1,445 1,146 1,106 1,103 1,251 1,020 646

南風原町 65 72 110.8% 27,446 1,903 2,183 2,740 2,995 2,853 2,883 2,278 2,045 2,201 2,295 1,875 1,195

八重瀬町 52 62 119.2% 21,754 1,448 1,571 1,858 2,167 2,093 2,066 1,760 1,968 2,054 2,139 1,648 982

宮古地区 93 110 118.3% 39,625 2,021 2,357 2,944 3,700 3,676 3,569 3,155 3,770 4,513 4,500 3,329 2,091

宮古島市 91 109 119.8% 38,869 1,977 2,338 2,909 3,643 3,626 3,502 3,093 3,679 4,417 4,405 3,249 2,031

多良間村 2 1 50.0% 756 44 19 35 57 50 67 62 91 96 95 80 60

八重山地区 94 107 113.8% 39,280 1,952 2,674 3,306 4,024 4,127 3,929 3,412 3,396 3,898 3,885 3,015 1,662

石垣市 84 98 116.7% 35,002 1,741 2,393 2,927 3,556 3,661 3,482 3,063 3,056 3,471 3,472 2,685 1,495

竹富町 7 8 114.3% 3,056 167 227 272 334 324 313 241 234 303 302 219 120

与那国町 3 1 33.3% 1,222 44 54 107 134 142 134 108 106 124 111 111 47

その他の離島 30 20 66.7% 13,183 611 669 956 1,070 1,053 1,047 1,052 1,366 1,713 1,682 1,199 765

伊江村 7 5 71.4% 3,044 139 105 188 236 242 222 207 300 458 454 300 193

渡嘉敷村 1 0 0.0% 511 13 30 55 58 62 36 44 54 60 41 42 16

座間味村 1 1 100.0% 657 11 49 54 70 51 87 65 77 49 71 45 28

粟国村 1 0 0.0% 451 21 22 17 31 45 35 44 38 62 69 46 21

渡名喜村 1 0 0.0% 228 6 14 11 14 11 11 22 25 33 38 27 16

南大東村 2 1 50.0% 864 37 54 67 72 70 71 73 105 114 87 58 56

北大東村 1 0 0.0% 402 17 33 32 37 22 29 40 54 57 40 23 18

伊平屋村 2 0 0.0% 800 40 30 60 58 66 67 65 77 120 95 80 42

伊是名村 2 1 50.0% 911 37 55 58 60 65 77 74 75 132 144 78 56

久米島町 12 12 100.0% 5,315 290 277 414 434 419 412 418 561 628 643 500 319



図表１ 調査手法別回収数
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回収目標 回収実績

調査手法

WEB調査 郵送調査

沖縄県 2,500 2,830 2084 746

北部 205 230 169 61

名護市 105 126 122 4

国頭村 8 7 5 2

大宜味村 5 7 0 7

東村 3 2 - 2

今帰仁村 16 17 8 9

本部町 22 22 14 8

恩納村 17 20 9 11

宜野座村 10 8 1 7

金武町 19 21 10 11

中部 1,095 1,220 856 364

宜野湾市 166 196 134 62

浦添市 193 229 229 -

沖縄市 267 280 161 119

うるま市 207 245 142 103

読谷村 68 81 43 38

嘉手納町 22 13 12 1

北谷町 48 50 35 15

北中城村 29 32 22 10

中城村 35 39 23 16

西原町 60 55 55 -

那覇 550 636 625 11

那覇市 550 636 625 11

南部 433 507 299 208

糸満市 103 122 69 53

豊見城市 107 130 79 51

南城市 73 86 44 42

与那原町 33 35 26 9

南風原町 65 72 43 29

八重瀬町 52 62 38 24

宮古地区 93 110 60 50

宮古島市 91 109 59 50

多良間村 2 1 1 -

八重山地区 94 107 65 42

石垣市 84 98 62 36

竹富町 7 8 3 5

与那国町 3 1 0 1

その他の離島 30 20 11 9

伊江村 7 5 3 2

渡嘉敷村 1 0 0 -

座間味村 1 1 1 -

粟国村 1 0 0 -

渡名喜村 1 0 - -

南大東村 2 1 1 -

北大東村 1 0 - -

伊平屋村 2 0 - -

伊是名村 2 1 1 -

久米島町 12 12 5 7



調査結果の総括
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第２章 調査結果の総括

1.調査結果のポイント

【全体】
・親しみを持っている 34.0％
・どちらかといえば親しみを持っている 39.2％
・合計 73.2％

【過去調査との比較】
○前々回調査（令和元年度）
・親しみを持っている 38.1％、
・どちらかといえば親しみを持っている 38.4％
・合計 76.5％

「しまくとぅば」に対する親しみ
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単位：％

○前回調査（令和２年度）
・親しみを持っている 50.8％、
・どちらかといえば親しみを持っている 34.0％
・合計 84.8％

ポイント
過去調査と比較すると最も低い結果となった。

【性別】
○男性
・親しみを持っている 36.6％ ・どちらかといえば親しみを持っている 38.0％ ・合計 74.6％

○女性
・親しみを持っている 31.4％ ・どちらかといえば親しみを持っている 40.4％ ・合計 71.8％

ポイント
性別で比較するとやや男性のほうが親しみを持っている。

【年代別】
○最も低い→20代
・親しみを持っている 19.0％ ・どちらかといえば親しみを持っている 38.0％ ・合計 57.0％

○最も高い→70歳以上
・親しみを持っている 51.8％ ・どちらかといえば親しみを持っている 35.1％ ・合計 86.9％

ポイント
年代が上がるほど、「親しみを持っている」、「どちらかといえば親しみを持っている」と回答した割合が高い
傾向がある。「親しみを持っている」だけで見ても70歳以上が51.8％で最も高い。

【地区別】
○最も高い→中部地区

・親しみを持っている 36.4％ ・どちらかといえば親しみを持っている 38.7% ・合計 75.1％
○最も低い→八重山地区

・親しみを持っている 27.4％ ・どちらかといえば親しみを持っている 35.1％ ・合計 62.5％
ポイント
・「親しみを持っている」、「どちらかといえば親しみを持っている」と回答した割合の合計値について、中部
地区が最も高く、八重山地区が最も低い。宮古地区では「親しみを持っている」が最も高く37.8％。

〈しまくとぅばへの親しみ推移〉
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「しまくとぅば」に対する理解度

【全体】

・よくわかる 10.2％ ・ある程度わかる 45.1％ ・合計 55.3％

【過去調査との比較】

○前々回調査（令和元年度）

・よくわかる 18.4％ ・ある程度わかる 42.5％ ・合計 60.9％

○前回調査（令和2年度）

・よくわかる 19.1％ ・ある程度わかる 51.1％ ・合計 70.2％

【性別】

〇男性

・よくわかる 12.7％ ・ある程度わかる 47.7％ ・合計 60.4％

〇女性

・よくわかる 7.8％ ・ある程度わかる 42.6％ ・合計 50.4％

【年代別】

〇最も低い→10代

・よくわかる 4.2％ ・ある程度わかる 27.4％ ・合計 31.6％

〇最も高い→70歳以上

・よくわかる 28.8％ ・ある程度わかる 53.1％ ・合計 81.9％

【地区別】

〇最も低い→八重山地区 ・よくわかる 9.3％ ・ある程度わかる 25.8％ 合計35.1％

〇最も高い→北部地区 ・よくわかる 9.7％ ・ある程度わかる 49.7％ 合計59.4％

ポイント

前回調査との比較では「よくわかる」「ある程度分かる」の合算値が14.9ポイント減少。

経年比較では「よくわかる」が大きく減少している。

年代別では、10代31.6％、70歳以上81.9％と大きな差がある。

地区別では、「よくわかる」「ある程度わかる」の合算値が高いのは北部地区で59.4％、最も低い八重山

地区と比較すると24.3％差となる。

「しまくとぅば」に対するイメージ

【肯定的な回答が多いもの】

・明るい（61.9％）、身近に感じる（60.1％） 、面白い（59.7％）

【肯定的な回答が少ないもの】

・明瞭（21.9％）、丁寧（25.9％）、 さわやか（28.4％）

ポイント

・肯定的な回答が少ないものであっても、「どちらでもない」の回答が多いため、否定的な回答は少ない。

例 明瞭：「非常に」、「やや」の合計21.9％⇔不明瞭：「非常に」、「やや」の合計24.8％

※「どちらでもない」の回答52.0％
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【全体】
・しまくとぅばを主に使う 1.7％ ・しまくとぅばと共通語を同じくらい使う 12.3％ ・挨拶程度使う 14.6％
・合計 28.6％（しまくとぅばを「挨拶程度以上使う」）

【過去調査との比較】
○前々回調査（令和元年度）
・しまくとぅばを「挨拶程度以上使う」 56.7％

○前回調査 （令和2年度）
・しまくとぅばを「挨拶程度以上使う」 43.2％

【性別】
〇男性
・しまくとぅばを主に使う 2.7％
・しまくとぅばと共通語を同じくらい使う 15.6％
・挨拶程度使う 15.3％
・合計 33.6％

〇女性
・しまくとぅばを主に使う 0.7％
・しまくとぅばと共通語を同じくらい使う 9.2％
・挨拶程度使う 14.0％
・合計 23.9％

【年代別】
〇最も低い→10代
・しまくとぅばを主に使う 0.0％
・しまくとぅばと共通語を同じくらい使う 11.6％
・挨拶程度使う 9.1％
・合計 20.7％

〇最も高い→70歳以上
・しまくとぅばを主に使う 8.0％
・しまくとぅばと共通語を同じくらい使う 18.4％
・挨拶程度使う 12.6％
・合計 39.0%

【地域別】
〇最も高い→宮古地区
・しまくとぅばを主に使う 4.3％
・しまくとぅばと共通語を同じくらい使う 15.0％
・挨拶程度使う 19.4％
・合計 38.7％

〇最も低い→八重山地区
・しまくとぅばを主に使う 1.8％
・しまくとぅばと共通語を同じくらい使う 6.2％
・挨拶程度使う 15.8％
・合計 23.8％

ポイント

過去調査と比較すると使用頻度は最も低くなっている。

「しまくとぅば」を使う相手

【全体】

【割合が高いもの】・友達（33.7％）、父母（27.4％）、祖父母（18.8％）

【割合が低いもの】・子供（ 6.9％）、夫・妻（12.5％）、職場の同僚（12.6％）

・無回答 27.9％

【過去調査との比較】

○前々回調査（令和元年度）

【割合が高いもの】・友達（48.1％）、父母（29.3％）、親戚（29.2％）

【割合が低いもの】・子供（14.5％）、職場の同僚（15.7％）、夫・妻（21.1％）

・無回答 15.4％

○前回調査（令和2年度）

【割合が高いもの】・友達（39.8％）、父母（32.6％）、親戚（24.4％）

【割合が低いもの】・子供（11.0％）、職場の同僚（14.5％）、夫・妻（18.5％）

・無回答 11.9％

ポイント
・友達・父母が多く、子供、夫・妻、職場の同僚が少ない。

「使う」

〈しまくとぅばの使用頻度推移〉



普段の生活の中での「しまくとぅば」の必要性
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ビジネスや公共の場での「しまくとぅば」の使用に関する意識

【全体】

・そう思う 13.6％

・ややそう思う 20.8％

・合計 34.4％

【過去調査との比較】

○前々回調査（令和元年度）

・そう思う 17.7％

・ややそう思う 29.6％

・合計 47.3％

○前回調査（令和2年度）

・そう思う 18.4％

・ややそう思う 24.2％

・合計 42.6％

【性別】

〇男性

・そう思う 14.2％

・ややそう思う 19.0％

・合計 33.2％

〇女性

・そう思う 13.1％

・ややそう思う 22.5％

・合計 35.6％

【年代】

〇最も低い→70代以上

・そう思う 12.1％

・ややそう思う 20.5％

・合計 32.6％

〇最も高い→60代

・そう思う 13.7％

・ややそう思う 23.3％

・合計 37.0％

【地区別】

〇最も低い→八重山地区

・そう思う 12.7％

・ややそう思う 15.8％

・合計 28.5%

〇最も高い→宮古地区

・そう思う 22.3％

・ややそう思う 19.7％

・合計 42.0%

ポイント

前回調査と比較すると8.2％減少。性別ではあまり差が無かった。

地区別では宮古地区がと北部地区が高く、他の地区と比較すると大きな差があった。

【全体】

・非常に必要 10.9%

・ある程度必要 51.0%

・合計 61.9％

【過去調査との比較】

○前々回調査（令和元年度）

・非常に必要 17.2％

・ある程度必要 61.3％

・合計 78.5％

○前回調査（令和2年度）

・非常に必要 15.4％

・ある程度必要 60.1％

・合計 75.5％

【性別】

○男性

・非常に必要 12.1％

・ある程度必要 49.8％

・合計 61.9％
○女性

・非常に必要 9.7％

・ある程度必要 52.2％

・合計 61.9％

【年代別】

〇最も低い→20代

・非常に必要 10.2％

・ある程度必要 42.4％

・合計 52.6％

〇最も高い→70歳以上

・非常に必要 9.9％

・ある程度必要 59.0％

・合計 68.9％

ポイント
経年比較では13.6ポイント減少している。性別は差がなかった。
最も低い20代だが、「非常に必要」の回答に限ると70代以上よりも高かった。
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子どもたちが「しまくとぅば」を使えるようになることへの意識

【年代別】

◯最も低い→20代

・是非、使えるようになって欲しい 16.0%

・できれば、使えるようになって欲しい 38.0%

・合計 54.0%

◯最も高い→70歳以上

・是非、使えるようになって欲しい 14.3%

・できれば、使えるようになって欲しい 62.0%

・合計 76.3%

【地区別】

◯最も低い→八重山地区

・是非、使えるようになって欲しい 23.1%

・できれば、使えるようになって欲しい 39.3%

・合計 62.4%

◯最も高い→宮古地区

・是非、使えるようになって欲しい 18.5%

・できれば、使えるようになって欲しい 52.8%

・合計 71.3%

ポイント

経年比較では減少。特に「是非、使えるようになって欲しい」との回答が大きく減少した。

性別でほぼ差は見られない。年代別では年代が上がるにつれて肯定的な回答が増える傾向がある。

【全体】

・是非、使えるようになって欲しい 18.7%

・できれば、使えるようになって欲しい 48.6%

・合計 67.3%

【性別】

◯男性

・是非、使えるようになって欲しい 19.0%

・できれば、使えるようになって欲しい 47.4%

・合計 66.4%

◯女性

・是非、使えるようになって欲しい 18.5%

・できれば、使えるようになって欲しい 49.7%

・合計 68.2%

学校の授業科目に「しまくとぅば」を加えることについて

【全体】

・「行事や日常のあいさつ等、授業以外での活動に取り組んでほしい」→49.7％

「どちらとも言えない」→22.0%

「他の教科の授業を減らしてでも、是非、加えてほしい→11.7％

「まったく加えなくてもよい」→15.9％

【過去調査との比較】

○前々回調査（令和元年度）

・最も高い

「行事や日常のあいさつ等、授業以外での活動に取り組んでほしい」→53.6％

・最も低い

「まったく加えなくてもよい」 →7.3％

○前回調査（令和2年度）

・最も高い

「行事や日常のあいさつ等、授業以外での活動に取り組んでほしい」→63.9％

・最も低い

「まったく加えなくてもよい」 →8.6％

ポイント

過去調査より「行事や日常のあいさつ等、授業以外での活動に取り組んでほしい」が減少している一方、

「まったく加えなくてもよい」が増加。
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家庭内での「しまくとぅば」への取組状況

【全体】

・積極的に教えている 3.2%

・時々教えている 31.9%

・合計 35.1%

【過去調査との比較】

◯前々回調査（令和元年度）

・積極的に教えている 12.9%

・時々教えている 44.8% 

・合計 57.7%

◯前回調査（令和2年度）

・積極的に教えている 4.4%

・時々教えている 45.4% 

・合計 49.8%

【性別】

◯男性

・積極的に教えている 3.6%

・時々教えている 31.9%

・合計 35.5%

◯女性

・積極的に教えている 2.8%

・時々教えている 31.9%

・合計 34.7%

【年代別】

◯最も低い→20代

・積極的に教えている 2.8%

・時々教えている 22.0%

・合計 24.8%

◯最も高い→40代

・積極的に教えている 3.7%

・時々教えている 37.1%

・合計 40.8%

【地区別】

◯最も低い→北部地区

・積極的に教えている 5.1%

・時々教えている 26.1%

・合計 31.2%

◯最も高い→宮古地区

・積極的に教えている 2.7%

・時々教えている 41.6%

・合計 44.3%

ポイント

経年比較では前回調査と比較すると14.0ポイント減少。性別、地区別ではほとんど差は見られなかった。

年代別では最も低い20代と最も高かった40代では合算値で16.0ポイントと大きな差があった

自身が住んでいる地域への愛着について

【全体】

・とてもある 33.0%

・ややある 44.2%

・合計 77.2%

【性別】

◯男性

・とてもある 33.2%

・ややある 43.5%

・合計 76.7%

◯女性

・とてもある 32.7%

・ややある 44.9%

・合計 77.6%

【年代別】

◯最も低い→20代

・とてもある 28.4%

・ややある 42.0%

・合計 70.4%

◯最も高い→70代以上

・とてもある 40.5%

・ややある 43.8%

・合計 84.3%

【地区別】

◯最も低い→八重山地区

・とてもある 36.2%

・ややある 38.1%

・合計 74.3%

◯最も高い→宮古地区

・とてもある 45.3%

・ややある 36.7%

・合計 82.0%

ポイント

性別ではやや女性が肯定的回答が多い。

年代別では60代、70歳以上が地元への愛着度が高い

地区別では宮古地区で肯定回答が最も多い。



‐12-

普及継承の取り組みについての認知度

ポイント

認知度は「しまくとぅばの日」 「しまくとぅば検定」が最も高く21.3％。その他は20％以下。

【全体】

◯最も低い

「しまくとぅば普及センター」→2.6%

◯最も高い

「しまくとぅばの日(9月18日)」、「しまくとぅば検定」 → 21.3%

【性別】

◯男性

最も低い→「使ってみよう しまくとぅばナビ(インターネットサイト)」 3.1%

最も高い→「しまくとぅばの日」 23.4%

◯女性

最も低い→ 「しまくとぅば普及センターの設置」 1.5%

最も高い→ 「しまくとぅば検定」 21.0%

【年代別】

◯10代

最も低い→ 「しまくとぅば普及センターの設置」 0.0%

最も高い→「しまくとぅば県民大会」 30.4%

◯20代

最も低い→ 「使ってみよう しまくとぅばナビ」 0.6%

最も高い→ 「しまくとぅば県民大会」 19.3%

◯30代

最も低い→「しまくとぅば講師の派遣」 1.8%

最も高い→「しまくとぅば検定」 25.2%

◯40代

最も低い→「しまくとぅば普及センターの設置」 2.0%

最も高い→ 「しまくとぅばの日」 、「しまくとぅば検定」 21.9%

◯50代

最も低い→「しまくとぅば普及推進に取り組む団体等への補助金制度」 1.9%

最も高い→「しまくとぅばの日」 22.2%

◯60代

最も低い→ 「しまくとぅば普及推進に取り組む団体等への補助金制度」 1.4%

最も高い→ 「しまくとぅばの日」 、 「しまくとぅば検定」 20.7%

◯70歳以上

最も低い→ 「使ってみよう しまくとぅばナビ」 0.9%

最も高い→「しまくとぅば検定」 17.6%
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「しまくとぅば」の普及に必要なこと

【過去調査との比較】

○前々回調査（令和元年度）

・最も高い

「学校の総合学習等での実施」→63.9％

・最も低い

民間企業での「しまくとぅば」使用→ 16.6％

○前回調査（令和２年度）

・最も高い

「学校の総合学習等での実施」→67.3％

・最も低い

「官公庁等でのしまくとぅば使用」→ 20.4％

ポイント

過去調査でも「学校の総合学習等での実施」が1位。ただし、過去調査と比較すると減少。

自身の出身地の「しまくとぅば」の認知度

【全体】

・知っている 50.0％

・知らない 32.3％

【性別】

〇男性

・知っている 51.3％

・知らない 28.4％

〇女性

・知っている 48.8％

・知らない 36.0％

【年代】

〇最も低い→20代

・知っている 38.8％

・知らない 48.1％

〇最も高い→70歳以上

・知っている 66.1％

・知らない 10.3％

【地区別】

〇最も低い→八重山地区

・知っている 35.6％

・知らない 29.4％

〇最も高い→宮古地区

・知っている 62.4％

・知らない 12.6％

ポイント

年代別では、年代が高くなるにつれ、認知度が高くなっている。性別では差は見られなかった。

地区別では宮古地区が最も高い。最も低い八重山地区（知っている35.6％）と比較すると、

26.8ポイントの差があった。

「沖縄県の出身ではない」が14.3％を占めた。

【全体】

・最も高い

「学校の総合学習等での実施」→49.9%

・最も低い

「官公庁等でのしまくとぅば使用」→11.5%
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自身の出身地の「しまくとぅば」の継承について

【全体】

・そう思う 39.8%

・ややそう思う 24.3%

・合計 64.1%

【性別】

◯男性

・そう思う 41.2%

・ややそう思う 19.8%

・合計 61.0%

◯女性

・そう思う 38.5%

・ややそう思う 28.5%

・合計 67.0%

【年代別】

◯最も低い→20代

・そう思う 32.1%

・ややそう思う 29.1%

・合計 61.2%

◯最も高い→10代

・そう思う 41.7%

・ややそう思う 28.6%

・合計 70.3%

【地区別】

◯最も低い→八重山地区

・そう思う 34.6%

・ややそう思う 16.8%

・合計 51.4%

◯最も高い→中部地区

・そう思う 43.4%

・ややそう思う 25.9%

・合計 69.3%

ポイント

年齢が高くなるにつれ肯定的回答が多い傾向がある中で、10代が最も高かった。 「そう思う」「ややそう

思う」の合算値で見ると、性別では女性のほうが高い。

新型コロナウィルス感染症の流行による生活の変化

【友人知人と会う機会が減った】

・当てはまる 51.8%

・やや当てはまる 22.7%

・合計 74.5%

【家族でのコミュニケーションが増えた】

・当てはまる 17.8%

・やや当てはまる 24.0%

・合計 41.8%

【外出ができずにストレスが増えた】

・当てはまる 20.0%

・やや当てはまる 27.8%

・合計 47.8%

【運動不足になった】

・当てはまる 21.2%

・やや当てはまる 25.8%

・合計 47.0%

【人と会うことに対して神経質になった】

・当てはまる 23.8%

・やや当てはまる 31.0%

・合計 54.8%

ポイントは

新型コロナウィルス感染症の流行により、過半数が「人と会う事に対して神経質」になり、４人に３人が

「友人知人と会う機会が減った」と回答。コミュニケーション機会が大きく低下することとなった。
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「しまくとぅば」は、組踊や琉球舞踊、沖縄芝居等といった沖縄文化の基層となる大切な言葉である。しまく

とぅばが失われると、県民の郷土愛も失われ、沖縄文化の衰退へと繋がるものと危惧される。

沖縄県では、「しまくとぅば」普及継承のため、「しまくとぅばの日に関する条例」、「沖縄県文化芸術振興条

例」及び「沖縄21世紀ビジョン基本計画」に基づき、しまくとぅば普及推進計画（以下「普及推進計画」とい

う）を策定した。普及推進計画において、「①しまくとぅばを主に使う」、「②しまくとぅばと共通語を同じくらい使

う」、「③挨拶程度使う」人の割合の合計を、平成25年の基準値58%から、平成34年（令和４年、

2022年）には88%とすることを目標として設定し、目標の達成状況については、「しまくとぅば県民意識調

査」により把握することとしている。

今回の調査の結果、「①しまくとぅばを主に使う」、「②しまくとぅばと共通語を同じくらい使う」、「③挨拶程度

使う」人の割合の合計は、28.6％で（図1）平成25年の調査結果から最も低い結果となった。

【しまくとぅばを使う（主に+共通語と同じくらい＋挨拶程度）】

単位：％

図１ 〈しまくとぅばの使用頻度推移と「しまくとぅば普及推進計画」における目標値〉

58.0 54.1 54.6 
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調査結果 普及推進計画目標値（H25）

「しまくとぅば」に対し「親しみを持っている」、「どちらかといえば親しみを持っている」との回答は合わせて

73.2％、「普段の生活の中でしまくとぅばが必要」と考えている県民も61.9％と半数以上が回答しているもの

の、前回調査と比較すると、「親しみを持っている」は84.8％から73.2％、「必要性は」75.5％から61.9％

に減少するなど、「使用頻度」同様スコアは低下している。

これについては、今年度はコロナ禍の影響もあり、調査手法として郵送調査だけでなく、WEB調査も実施

したことが影響しているものと考えられる。一般的にWEB調査では若年層の回答者が多くなるが、今回の調

査でも若年層の割合が多く、逆に年配層の割合が少なくなっており（図2）、これが結果に影響しているもの

と推察される。（50代以上の構成比：WEB調査39.6％、郵送調査60.7％、R2年調査60.4％）。郵

送調査は前回調査と近い年代構成となっており、「郵送調査結果」と「前回調査結果」で比較すると、しまく

とぅば「使用頻度（図１）」、「親しみ（図3）」を見ても差が少なくいことが分かる。

図2 〈調査手法別回答状況 Q.年代別〉

合計 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

全体 2830 6.1 13.3 16.3 19 16.9 16.9 11.4

WEB 2084 6.1 13.8 19.0 21.6 18.0 14.1 7.5

郵送 746 6.4 12.0 9.0 11.8 13.6 24.8 22.3

合計 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

R2年調査 2021 2.1 9.0 11.0 17.4 17.7 20.5 22.2

※参考昨年調査 年代別

※郵送調査のみの
集計結果
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図3 〈調査手法別回答状況 Q.「しまくとぅば」に親しみを持っていますか？〉

合計（n)
親しみを
持っている

どちらかといえ
ば親しみを
持っている

どちらかといえ
ば親しみを
持っていない

親しみを
持っていない

わからない 不明

全体 2830 34.0 39.2 9.9 7.8 9.0 0.2 

R3 WEB 2084 29.5 40.4 10.8 9.0 10.3 -

R3 郵送 746 46.3 35.8 7.4 4.6 5.3 0.7 

R2 調査 2021 50.8 34.0 7.0 3.7 3.6 0.9

13.6 

0.7 

54.8 

20.5 

28.3 

49.0 

3.0 

29.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親しみを持っている

親しみを持っていない

よくわかる ある程度わかる あまりわからない 全くわからない

図4 〈「しまくとぅばへの親しみの有無」 × 「しまくとぅばの理解度」〉

「しまくとぅばがわかる」

「しまくとぅば」」に親しみの有無や、「しまくとぅば」の理解度（わかる、わからない）などの視点で調査結果を

改めてみてみる。まず、「親しみ」の有無と「理解度」の関係であるが、下記の通りとなった。（図4）

「親しみを持つ」グループの理解度が68.4％に対して「持っていない」グループは21.2％と50ポイント以上

の差があったことから、「しまくとぅばに対する親しみ」を持ってもらうことが理解度や今後の普及にもつながると考

えられる。

(n=2070)

(n=500)

2.3 16.2 

1.1 

18.5 

4.8 

46.4 

28.8 

16.4 

65.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親しみを持っている

親しみを持っていない

「しまくとぅば」を主に使う 「しまくとぅば」と「共通語」を同じくらい使う

挨拶程度使う（ハイサイ、ダンディがタンディ、ニファイユー等） あまり使わない

まったく使わない

次に「しまくとぅばへの親しみ」と「しまくとぅばの使用頻度」との関係をみてみると、次のようになる。(図5）

「親しみを持っている」グループは「主に使う」が2.3％となっている。「共通語と同じくらい」が16.2％、「挨拶

程度」が18.5％で、合わせると37.0％となっている。一方、「親しみを持っていない」グループでは「挨拶程度

以上使う」は5.9％で、「親しみを持っている」グループとは30ポイント以上の差が開く結果となった。

図5 〈「しまくとぅばへの親しみの有無」 × 「しまくとぅばの使用頻度」〉

「しまくとぅばを使う」

N=2070

N=500
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図6 〈「居住地域への愛着の有無」 × 「しまくとぅばへの親しみ」〉

「しまくとぅばに親しみを持っている」

N=2184

N=629

また、自分が住んでいる地域への愛着の有無で「しまくとぅばへの親しみ」(図6）を見ると、「愛着を感じて

いる」方は、「しまくとぅば」についても親しみが強く、使用頻度も多くなる傾向が見られる。

図7 〈「しまくとぅばへの親しみの有無」 × 家庭内での「しまくとぅば」への取組状況〉

4.0 38.5 
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56.1 

92.8 
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親しみを持っている
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積極的に教えている 時々教えている ほとんど教えることはない

「しまくとぅばを教える」

N=1209

N=218

次に「しまくとぅばに対する親しみ」の有無で家庭内での「しまくとぅば」への取組状況がどのように違うかを見

てみる。（図7）

「親しみを持っている」グループでは「積極的に教えている」が4.0％、「時々教えている」が38.5％、合算

では42.5％となる。「親しみを持っていない」グループでは合算で6.3％で、比較すると36.2ポイントの差が

開いた。

以上みてきたように、しまくとぅばに親しみを持っているグループでは「しまくとぅば」の理解度や使用頻度

の点において、親しみのないグループと比べると大きな差がある。また、しまくとぅばの継承という観点からも

親しみがあるグループは、親しみのないグループと比較すると、家庭内でもしまくとぅばを教える傾向がある。

今後の取り組みの施策としても、如何に「しまくとぅばに親しみを感じてもらうことができるか」が重要となる。

そのためにも一層、しまくとぅばと接する機会を創出するなど、しまくとぅば普及の取り組みを推進する必要

がある。その中でも調査結果を踏まえ、「明るい」 、「身近に感じる」、「面白い」などの肯定的なイメージ

をキーワードとして促進活動を行うべきだと考える。

また、地域への愛着の度合いとの相関も見られることから、「しまくとぅば」の普及活動に加え、地域への

愛着（郷土愛）を高めていく取り組みも重要だと考える。地域の文化の基層としての「言葉」への関心

を高めていくことは、地域活動の活性化にとっても重要である。
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今回の調査では「しまくとぅば」の使用頻度が過去調査と比べると大きく低下しているが、調査手法の

違いによる影響していると見られ、同一手法だけで比較すると微減と言える。

しまくとぅばを使わない理由について「自由回答」を見ると、「わからない」、「使用する機会がない」「使う

人が身近にいない」といったコメントのように、しまくとぅばの使用機会をいかに創出するかが肝要と言える。

近年は新型コロナウィルス感染症防止対策のため、外出や会食などを自粛された方も多く、「友人知人

と会う機会が減った」とする回答が74.5％に達した調査結果からも明らかなように、最もしまくとぅばを話す

機会が多いと回答があった友人との利用シーンの減少が、使用頻度減少にも直結していると考えられる。

図8 「参加・活用しやすい取組み」 × 「効果的であると思う取組み」 肯定回答でプロット

最後に、沖縄県が行っている各種施策については、まだ認知が十分ではない。最も認知されているの

が「しまくとぅばの日」と「しまくとぅば検定」で21.3％とまだまだ県民に広く認知されているとは言えないものも

多い。

個別の施策について、県民が「効果があると思う」施策と「参加しやすいと思う」施策を掛け合わせて

みると（図8）、「50音表、カレンダーなどの一般普及ツール」と「教育用読本、単語帳などの教育用普

及ツール」、「インターネットサイト（使ってみよう しまくとぅばナビ）」、「しまくとぅば検定」が効果的で参加・

活用しやすいものとして捉えられている。

「しまくとぅばの普及に必要なこと」の調査結果では、「学校の総合学習」が最も「効果」と「活用のしや

すさ」で高い数値を示しており、「学校」での学習が子供のうちから「しまくとぅば」を意識させるためにも重要

だと言える。

また、施策を検討する際には、「明るい」、「面白い」といった、県民がしまくとぅばに対して持っている肯定

的なイメージに沿った啓蒙活動が浸透しやすいと考えられる。最近では、地元のテレビ局やラジオ局などの

メディアを通じて「しまくとぅば」を紹介するコーナーが放送されるなど、県民が「しまくとぅば」に触れる機会が

増えているように感じる。「しまくとぅばへの親しみ」を県民が感じられるよう、自治体をはじめ、各関係団体

が継続的に取り組みを実施していくことで、「しまくとぅば」の普及・継承に向けた意識啓発に繋がっていくこ

とを期待したい。

効果的

参
加
・
活
用
し
や
す
い
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■参考資料（新聞記事）

「しまくとぅば話せる」25％ 5年で15.8ポイント減 泡盛好き、模合参加も減少

＜復帰50年・琉球新報県民意識調査＞2022年1月

沖縄の日本復帰50年の節目を前に、県民像やその変化を探ろうと、琉球新報社は2021年11月、
県民意識調査を実施した。調査は2001年、06年、11年、16年に続き5回目。「しまくとぅばをどの程
度使えるか」との質問に「聞くことも話すこともできる」と答えた人が前回から15・8ポイント減って25・4％に
とどまった。話せる人は4分の1程度となり、危機的状況が浮き彫りになった。泡盛を最も好きと答える人
や模合の参加者も減少の一途をたどり、特に若年層でその傾向は強い。沖縄独自の文化や慣習への
意識が大きく変化していることがうかがえた。

「しまくとぅばの魅力伝える 養成講座、上級修了者36人に認定証」

2021年3月
沖縄県しまくとぅば普及センターは１４日、中南部地域の県民を対象にした、しまくとぅば講師養成講

座の上級編修了者３６人に認定証を交付した。同日、浦添市のアイム・ユニバースてだこホール市民
交流室で交付式が行われた。上級編修了者の認定は初。同センターの波照間永吉センター長は「しま
くとぅばを教える人材を育てることができた」と今後の活躍に期待した。

「しまくとぅば「文字表記確立して」「学校教科に」継承へ識者ら提案」
2020年3月
しまくとぅば継承の課題や方法について意見交換するパネルディスカッション「しまくとぅばの復権」（しまく

とぅば連絡協議会主催、那覇市文化協会共催）が「しまくとぅばの日」の18日、嘉手納町のロータリープ
ラザで行われた。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため無観客で、しまくとぅば復興について活発に議
論した。同会の模様を収録した動画が文化の日の11月3日正午ごろからコミュニティラジオ「FMニライ」の
ホームページで配信される。

IT事業やしまくとぅば普及活動などに取り組む「クレスト」の池原稔代表は「なぜしまくとぅば消滅を止めら
れないのか考察すべきだ。まず、文字表記を確立しないといけない」と語った。那覇市文化協会うちなーぐ
ち部会長の名嘉山秀信さんは「言語は文化遺伝子と言われる。しまくとぅばが消えると沖縄文化も希薄
になるのではないか」と危惧した。
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